
問い合わせ
申し込み先

1245   市保健福祉センター　☎32ー7100

3 医療保険課　☎32ー1417

健康な体を維持するために

検診・健診を受診しましょう 100pt

検診・健診

　本年度の検診・健診は、受診期
限が近づいています。希望者は、
早めに受診してください。受診に
は、医療機関への事前予約が必要
です。

受診期限　2月28日㊋

対象　次のいずれかに該当する人
　① 昭和58年4月1日～平成15年3
月31日生まれの人

　②生活保護受給者（20歳以上）
※ 令和4年度中に市が実施した基
本健診を受けた人は対象外。
費用　1,100～2,000円
　　　（生活保護受給者は無料）
場所　 市内協力医療機関
　　　（申込時に案内）
　事前に申し込み先で問診票の交
付を受けてください。

1 生活習慣病健診（基本健診）

3 後期高齢者歯科口腔健診

対象　 75歳以上
　　　（65歳以上障がい認定含む）
※ 希望者は事前に申し込み先で受
診券の交付を受けてください。
費用　400円
場所　市内協力歯科医院

2 歯周病検診

対象　 本年度40・50・60・70歳にな
る人

　　　（歯科治療中の人は除く）
※ 対象者には問診票一式を発送し
ています。紛失した場合は、再
発行の手続きをしてください。
費用　400円
場所　市内協力歯科医院

かかりつけ医を持つ

　日常的な診療や健康管理などを行う身
近な存在です。心配事があれば、まずは
相談してみましょう。

受診は日中に

　休日や夜間の受診は、緊急性の高い人
を想定し、医療費が高くなっています。
気になる症状があるときは、早めに診療
時間内の受診を心掛けましょう。

少しの食事の改善や運動でも効果が

▪ 「さしより野菜」で、規則正
しくバランスの良い食事を。
▪ いつもより多く歩くなど、
日常生活でできる運動を取
り入れましょう。

年に一度は健康診断を受診

　多くの病気は、自覚症状なく進行して
いきます。健診を受けることで、早めの
予防が可能です。自分の体の状態を年に
一度はチェックしましょう。

■休日や夜間の受診を迷ったら

　熊本県子ども医療電話相談事業（15歳未満）

　「＃8000」または「☎096-364-9999」

　熊本県夜間安心医療電話相談事業（15歳以上）

　「＃7400」または「☎03-6730-5996」

令和
4年度

 27ページの
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特集も
要チェック

医療費の内訳

　高血圧や糖尿病などの生活習慣病
は、発症を予防できます。
　今後の医療費の伸びを抑えるために
も、一人一人の取り組みが重要です。

生活習慣病

その他

19.3％

がん 15.2％

筋骨格 8.4％

精神疾患 8.1％

49％
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特集　健康になる ――

　市では、毎年4・5月に、20歳以
上の市民を対象とした集団健診を
実施しています。
　希望調査票を1月上旬に各世帯
へ郵送しています。手元にない場
合は、お問い合わせください。
提出方法

▪同封の返信用封筒で郵送
▪ 市保健センターや各支所窓口へ
の提出
▪ 申し込みフォーム
（3月15日㊌まで）

申し込み
フォーム

5 子宮頸がん検診

対 象　 平成15年3月31日以前生ま
れで令和5年3月31日現在、
偶数年齢の女性

　 　　※ 令和4年度中に市が実施
した子宮頸がん検診を受
けた人は対象外。

費用　 1,000円
　　　（生活保護受給者は無料）
場所　 まつばせレディースクリ

ニック
　事前に申し込み先で問診票の交
付を受けてください。

4 無料クーポン検診（子宮頸
けい

がん・乳がん検診）

　次の生年月日に該当す
る女性を対象に、検診の
「無料クーポン券」を発送
しています。
　クーポン券を紛失した
場合は、再発行の手続き
をしてください。

検診種類 乳がん 子宮頸がん

対象
生年月日

昭和56年4月2日
～昭和57年4月1日

平成13年4月2日
～平成14年4月1日

場所

▪熊本南病院
▪宇城総合病院
▪宇城市民病院
▪済生会みすみ病院

まつばせレディース
クリニック

内容
問診

マンモグラフィー 問診、細胞診
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